
 

 

平成 27 年度 発達障害の可能性のある児童生徒等に対する早期・継続支援事業 
（発達障害早期支援研究事業） 

成果報告書（概要版） 

 

実施機関名（長野市教育委員会
ながのしきょういくいいんかい

） 

 

1．テーマ 

発達障害が疑われる児童生徒の早期支援にかかわる、支援情報の引継ぎや活用、

適切な授業づくり、教員等の連携のあり方について実践研究を行う。 

 

2．問題意識・提案背景 

長野市では、平成 21 年度より、「特別支援教育研究協力校」事業を開始し、特別な

教育的支援を必要とする通常の学級の児童生徒への指導・支援を推進するための「長

野市特別支援教育さんさんプラン」の実践的研究を行った。 

その結果、課題として残った点は、以下のとおりである。 

（1）早期からの支援を実施したいが、小学校入学後に発見するのでは支援が遅れて

しまう。また、通常の学級で特別な支援を要する児童生徒について、個別の指導計画

を作成して支援にあたる上で、スクリーニングチェックリストを用いて客観的にその

児童生徒の困り感をとらえ、支援にあたることが必要である。 

（2） 特別な支援を要する児童生徒の特性に合わせた、分かりやすく魅力的な教材・

教具はどのようなものか。デジタル教材を含めて、実際の活用事例の蓄積が必要であ

る。また、それらを作るための校内支援体制はどうあったらよいか。 

（3）教員と教員以外の支援者（特別支援教育支援員、学習チューター、地域の協力者

など）が、協働して授業を行っていく場合にどう連携を図っていけばよいのか、チー

ム支援のあり方を検討する必要がある。   

 

＊注 「長野市特別支援教育さんさんプラン」とは、通常の学級用の個別の教育支援

計画様式として、特別支援を要する児童生徒に対して・担任による支援（フットワ

ーク）、校内での支援（チームワーク）、関係者による支援（ネットワーク）の 3

つ（さん）、及び「支援の内容・人・場所」の 3つ（さん）を明示し、支援をして

いこうというもの。 

 

3．指定校について 

（小学校） 

指定校名： 寺尾小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 19 1 22 1 20 1 22 1 22 1 24 1 

特別支援学級 2  1          



通級による指導 

(対象者数) 
            

 校長 教頭 教諭 養護教諭 講師 ALT 事務職員 
特別支

援教育

支援員 

スクールカウンセラー その他 計 

教職員数 1 1 8 1   1 1  2 15 

※特別支援学級の対象としている障害種：自閉症・情緒障害 1 

指定校名：芹田小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 133 4 107 4 114 4 105 3 120 4 115 4 

特別支援学級 1  3  4  3  5  2  

通級による指導 

(対象者数) 
        1    

 校長 教頭 教諭 養護教諭 講師 ALT 事務職員 
特別支

援教育

支援員 

スクールカウンセラー その他 計 

教職員数 1 1 26 1 6  2 3  1 41 

※特別支援学級の対象としている障害種：知的障害 1、自閉症・情緒障害 2 

 

指定校名：豊野西小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 46 2 49 2 57 2 58 2 50 2 54 2 

特別支援学級 1  5  1  4  7  1  

通級による指導 

(対象者数) 
      2      

 校長 教頭 教諭 養護教諭 講師 ALT 事務職員 
特別支

援教育

支援員 

スクールカウンセラー その他 計 

教職員数 1 1 15 1 2  1 2  2 25 

※特別支援学級の対象としている障害種：知的障害 1、自閉症・情緒障害 2 

4．指定校における取組概要 

（1）発達障害支援アドバイザー（3 名）の活動 （1 月末現在） 
研究校 12 校（小 10 中 2） 
訪問回数 428 回  1 校平均 35.7 回 
最多校 130 回  最少校 1 回 

（2）運営委員会等 
期 日 運営委員会 担当者会 アドバイザー連絡会 

6 月 9 日（火） 第 1 回 第 1 回  
7 月 28 日（火） 研修会 

「読み書き状況把握ツール」の利用と実践 
 長野県飯田養護学校教頭 堀内 澄恵 氏 
 市内小中学校より 32 人参加 

8 月 7 日（金）  第 2 回  
9 月 2 日（水） 事業連絡会（文部科学省） 事務局より 2 名出席 
11 月 5 日（木） 第 2 回 第 3 回   



1 月 8 日（金）   第 1 回 
1 月 14 日（木）  第 4 回  
2 月 1 日（月） 事業報告会（文部科学省） 事務局より 1 名参加 
2 月 15 日（月） 第 3 回   

 

 

5．主な成果 

（1）教室環境の配慮について、学校全体の意識が高まってきた。 

    視覚的な刺激を減らす努力をしている。また、教室の生活音を減らすため

に、椅子の脚にテニスボールを取り付けている学校もある。それらは、目的

を職員が理解し、時には、児童生徒や保護者にも必要性を伝えていくことで、

多様な人々がともに暮らす共生社会の実現につながっていくと思われる。 

    学校全体で、環境や授業のユニバーサルデザイン化に向けて、チェックリ

ストを作成し、教員が自己評価を行う動きもある。 

（2）授業のユニバーサルデザイン化への取り組みが進みつつある。8校が研究授

業を行い、成果を報告している。授業の流れ、資料の提示、追求場面での個

別的な支援等、教師が授業を参観し、討議することで、互いの支援力の向上

を目指している。授業で対象となる子供の姿を観察することを通して、子供

の困り感に寄り添う視点が養われた。 

（3） アセスメントを実施する学校が増えた。発達障害アドバイザーの支援を受け

て、困っている子たちへの検査を実施している例が多数あった。これは、保護

者と学校とが連携し、合意形成ができてきたことも関係している。アセスメン

トの結果を受けて、一人ひとりつまずきを予測し、授業の中で個別の支援につ

なげることができた。学年全体で、視知覚検査に取り組んだ例もある。 

  

 

6．今後の課題と対応 

（1）「困っている子供」の発見と早期支援に向けて 

幼稚園・保育園との連携、新 1年生へのスクリーニングチェックの実施等、

実施はわずかにあるが、学校規模等の条件が異なるために、同じやり方を統

一して行うことは困難である。それぞれの学校で、自校に合った方法で「困

っている子」を発見し、早期から支援する体制を次年度で明らかにしたい。 

（2）学校全体での取り組み 

    研究授業を通しての研究は、とかく授業者だけの努力に終始しがちである。 

学校全体でどのような取り組みがなされたのか、向上しつつある点はどこか、

職員の支援に関する自己チェックや、学校評価との関連等、学校の全体の支

援力について、明らかにしたい。 

（3）情報の共有 

インシデントプロセス法による児童理解の場を作ったり、フットワークシ

ートや個別の指導計画を作成して、支援の継続性を図っている学校があった。

支援情報が、実際のツールとして活かされている事例をさらに積み重ねたい。 

（4）研究成果の共有 



    各校の研究内容については、「研究報告書」を冊子にして、市内小中学

校へ配布した。また、市内の小中学校がインターネットを通じて閲覧でき

るポータルサイトに掲載した。今後、研修等で紹介していく予定である。 

 

7．問い合わせ先 

組織名：長野市教育委員会
ながのしきょういくいいんかい

 

（1）担当部署 学校教育課 

（2）所在地  長野県長野市鶴賀緑町 1613 番地 

（3）電話番号  026-224-5063 

（4）FAX 番号  026-224-5086 

（4）メールアドレス  gakukyou@city.nagano.lg.jp 


